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「全国転勤できることが水資源機構の魅力とは思っ
ていましたが、九州出身の私が、まさか東北の地で勤
務することになるとは思いませんでした。」
このように語るのは、これまでに 3ヶ所のダム建
設現場での勤務経験を持つ、入社 18 年目の井川。し
かし、経験豊富な井川でも、自分が津軽ダム工事事務
所に常駐すると聞いた時には、少なからずの不安を
感じたという。
「受注者の立場で業務に従事した経験が無いことに
加えて、発注者の視点で現場の施工状況を把握し、現
地の課題については、発注者に対して適切に助言を
行う責務が生じます。ですから、最初は大きな不安と
プレッシャーを感じました。果たして自分が、請負契
約に見合うだけの仕事ができるのかと。」
着任から約 3年が経過した現在、井川の中では自
分が応えるべき責務について、しっかりと整理がな
されている。
「改めて気付かされたことがたくさんあります。受
注者である以上、業務の期限厳守は当然ですが、業務

水に係わる新たな社会貢献を目指す総合技術セン
ター。その多様な業務の一つに「受託業務」がある。
これは、国や地方自治体等の実施する事業に対して、
技術的な助言や支援を行う業務であるが、単なる受注者
としてではなく、発注者の視点にも立って施工監理や施
工計画の検討、積算を実施するところに特徴がある。
この受託業務の一つとして、センターは現在、津軽
ダム工事事務所が発注する「津軽ダム本体工事施工監
理業務」を受注しており、その業務を履行するために、
4人の職員を現地に常駐させている。
今回は、その中の1人である井川に近況を尋ねた。

Profile
総合技術センター　施工監理グループ

井川　誠 Makoto Igawa
　平成8年に土木職として水資源開発公団(現水資源機構)に入社。池田総合管
理所（徳島県）、滝沢ダム建設所（埼玉県）、戸倉ダム建設所（群馬県）、大山ダ
ム建設所（大分県）を経て、平成21年4月より現職。平成23年4月より、総合技
術センター職員として国土交通省東北地方整備局が管轄する津軽ダム工事事
務所（青森県）に常駐し、「津軽ダム本体工事施工監理業務」に従事している。

「ささえる力 Power」は、情熱と誇りをもって働く「人」に
スポットをあて水資源機構の仕事を紹介するコーナーです。

受注者としての責務

受注者としての責務

応える

岩木川（青森県中津軽郡西目屋村）に建設中の津軽ダムは、
世界自然遺産である白神山地を水源とする重力式コンクリー
トダム（堤高 97.2m）で、洪水被害の軽減、流水の正常な機能
の維持、かんがい用水の補給、水道用水の供給、工業用水の
供給、発電を目的としている。

平成 28 年度の完成を目指して、現在、本体コンクリートの
打設を進めており、その進捗率は94%（平成26年4月末時点）
となっている。

ささえる
Power力
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培ってきた経験や知識、技術が活かされていること
を実感するのだという。

着任したばかりの頃、厳しい冬の寒さや地元の方
言に戸惑ったと振り返る井川。「慣れてはきたもの
の、いまだに毎日の雪かきや津軽弁の聞き取りには
苦労しています。」と、苦笑いを見せる。
それでも井川にとって、機構では着任する機会の
ない地域で、最盛期のダム建設事業に携われたこと
は、技術者として非常に貴重な経験になっていると
いう。
「特に、受注者の立場で業務に従事した経験は、自
分にとって大きな刺激となっています。この経験は、
機構での今後の業務で必ず活きると確信していま
す。」
一回り大きく成長した井川の今後の活躍が待ち遠
しい。

井川さんの趣味は、
釣り、ゴルフ、スノー
ボード。「青森ではこ
れら全てを楽しめま
す！」とニッコリ。

内容に見合う成果を上げるという意識が根付きまし
た。同時に、自分の行動や発言にも、これまで以上に
注意するようになりました。受注者という立場を第
一に考えたふるまいを常に心がけるようになったの
です。」
　

数ヶ月後に迫るコンクリートの打設完了を目指し
て、建設の最盛期を迎えた津軽ダム。井川の業務も正
念場を迎えており、帰宅が深夜に及ぶことも多々ある。
「日中は、毎日現場に出向いて施工プロセスチェッ
ク等の施工監理を行います。それが終わると、今度は
監督員詰所に戻り、工事受注者側から提出される書
類等の確認や、発注者側から提出する資料等の作成・
整理に取りかかります。このように、発注者と受注者
の間に入り、工事が順調に進むよう努めるのが私の
役割です。」
また、機構で培ってきた経験や専門技術力を最大
限に発揮しつつ、発注者への助言や工事受注者への
指導を行うのも、大事な役割の一つだ。ところが、時
には即答できない質問を受けることもあるという。
「その場合は、センターに問い合わせて検討し、迅
速かつ適切に回答する等、機構の力を最大限駆使し
て対応しています。」
その結果として、機構の助言や指導が受け入れら
れた時に、井川は大きな達成感を感じるとともに、

井川の業務

これまでを振り返って

建設中の津軽ダム


